
開
催
さ
れ
た
。

第
一
日
は
、

ｌ
、
空
海
｝

２
、
西
大
幸

３
、
地
蔵
二

４
、
『
教
行

５
、
祇
園
坐

６
、
石
田
』

７
０
、
一
．
雪
，
↑
」
華

日
は
、

平
成
三
年
度
大
会
の
概
況
日
本
思
想
史
学
会
平
成
三
年
度
大
会
は
、
十
月
二
十
六
日
（
士
）
・
十
月
二
十
七
日
（
日
）
の
両
日
、
大
阪
大
学
を
会
場
と
し
て

109
、

814 13 12 11
、 、 、 、

研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
発
表
者
は
次
の
諸
氏
で
あ
る
。

空
海
に
お
け
る
「
法
曼
茶
羅
」
の
圏
域

西
大
寺
叡
尊
の
思
想
Ｉ
蒙
古
襲
来
前
後
の
対
外
観
に
つ
い
て
Ｉ

地
蔵
信
仰
に
お
け
る
法
然

『
教
行
信
証
』
に
み
る
他
力
思
想

祇
園
牛
頭
天
王
の
縁
起
に
つ
い
て

石
田
梅
岩
に
お
け
る
老
荘
思
想
受
容

富
士
講
と
「
日
の
本
」
「
ア
マ
テ
ラ
ス
」

賀
茂
規
清
の
経
世
論

吉
田
松
陰
の
尊
皇
論

「
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
の
出
版
事
情

１
本
居
宣
長
と
松
平
康
定
と
の
関
係
・
交
流
ｌ

篤
胤
の
幽
冥
観

上
田
秋
成
と
『
万
葉
集
』
ｌ
山
上
憶
良
を
中
心
に
Ｉ

柳
田
国
男
に
お
け
る
学
問
の
目
的
と
構
造

神
道
に
お
け
る
創
世
観
と
現
代
宇
宙
論
に
お
け
る
接
点

報

生
ロ

中
央
大
学
大
学
院

東
北
大
学
大
学
院

筑
波
大
学
大
学
院

姫
路
独
協
大
学

神
田
外
語
大
学

筑
波
大
学
大
学
院

東
海
大
学

東
北
大
学
大
学
院

亜
細
亜
大
学

愛
知
学
院
大
学

岩
手
大
学

金
沢
女
子
大
学

青
森
明
の
星
短
大

一

七小成山中
五 米

田
吉
原

渭
水

新
保

窪
田

大
野

田
尻

末
永

東
中
野

岡
田
千
昭

山田下村

達
也

健
雄

邦
彦哲

高
明出

祐
一
郎

恵
子

修
道

鳫育久一

子男夫基



発
表
終
了
後
、
総
会
が
行
わ
れ
、
事
務
局
よ
り
平
成
二
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
事
務
局
よ
り
平
成
三

年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
事
務
局
案
通
り
決
定
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
ホ
テ
ル
ア
イ
ボ
リ
ー
に
お
い
て
懇
親
会
が
催
さ
れ
た
。

第
二
日
は
、
「
祖
裸
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
と
「
近
世
後
期
思
想
史
に
お
け
る
民
衆
」
を
テ
ー
マ
に
。
ハ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
発
表
者
と
発
表
題

目
お
よ
び
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
部
「
柤
侠
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

一
、
法
思
想
史
に
お
け
る
柤
裸

一
、
祖
侠
の
方
法
に
つ
い
て

一
、
荻
生
祖
裸
の
思
想
構
成

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

第
二
部
「
近
世
後
期
思
想
史
に
お
け
る
民
衆
」

一
、
懐
徳
堂
思
想
と
民
衆

一
、
幕
末
国
学
と
民
衆
宗
教

一
、
近
世
後
期
に
お
け
る
民
衆
観
ｌ
教
化
論
を
中
心
に
ｌ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

大
阪
大
学
大
学
院

日
ノ
本
学
園
短
期
大
学

光
華
女
子
大
学

甲
南
大
学

大
阪
大
学

天
理
大
学

愛
知
大
学

東
京
大
学

宮
城
教
育
大
学

東
京
理
科
大
学

帝
国
女
子
大
学

恵
泉
女
学
園
大
学

一
七
六

続
い
て
事
務
局
よ
り
平
成
三

神広宮辻桂宮 澤藤黒本平緒

田田城本島川 井本住郷石形

秀昌公雅宣康 啓雅 隆直

雄希子史弘子 一彦真盛昭康


